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米失業率は3ヵ月連続で低下
2020年8月11日

図2：米ISM景況感指数
期間：2007年1月～2020年7月、月次

ポイント① 雇用の改善ペースは鈍化

8月7日発表の7月の米国雇用統計によれば、失
業率は10.2%と3ヵ月連続で低下しました。非農業
部門の就業者数は前月比176万人増加しました。
ただ、失業率の低下幅や就業者の増加数は5、6月
に比べて小幅であり、雇用の改善ペースは鈍化しま
した。就業者は3、4月の減少分に対して、5～7月
の増加分は4割程度に留まっています。

ポイント② 企業景況感は改善

一方、７月の米ISM（サプライマネジメント協会）
景況感指数は、製造業、非製造業とも前月から上
昇しました。製造業は2019年3月以来、非製造業
は2019年2月以来の水準に上昇しています。

ただし、景況感指数は前月から改善したかどうかを
基準にしているため、一旦大幅に景況感が悪化した
あと、大きく反発する傾向があることは多少割り引い
て見る必要があります。

ポイント③ 雇用は大統領選の一大争点

米国では新型コロナウイルスの感染抑制のために
経済活動を制限する措置が、5月頃から緩和されて
きたことで、景気が回復に向かい始めました。しかし、
感染が再拡大したことで、7月頃から経済活動再開
の動きが一部の地域で停止され、景気や雇用の回
復が鈍る懸念も出ています。

雇用は11月3日の大統領選挙の大きな争点にな
りそうです。雇用の回復がさらに鈍れば、現職のトラン
プ大統領には不利に働くでしょう。感染状況を注視
しつつ、経済活動再開の動きを進めるべきか、どのよ
うな景気刺激策を打ち出すべきか、というところがトラ
ンプ政権の課題となっています。
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（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

図1：米国の失業率と非農業部門就業者数
期間：2020年1月～2020年7月、月次

（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

失業率 非農業部門就業者数
(%) (万人)

総数 前月比
増減

2020年
1月 3.6 15,221 21.4
2月 3.5 15,246 25.1
3月 4.4 15,109 -137.3
4月 14.7 13,030 -2,078.7
5月 13.3 13,303 272.5
6月 11.1 13,782 479.1
7月 10.2 13,958 176.3
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